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自己紹介

下家 昌美

・所属

東京都デジタルサービス局

・アジャイル開発を知るきっかけ

令和３年：日経産業新聞のコラムでアジャイルを知る

職員向けのセミナー「行政におけるアジャイル型開発」を聴講

令和４年：現所属へ異動し、アジャイル型開発担当となる

令和５年：今に至る



自己紹介

東京都｜一般財団法人GovTech東京

杉井 正克（すぎい まさかつ）
GovTech東京 テクノロジー本部 所属

ミッション：東京都(&全国の自治体)のデジタル化に貢献すること

クラウドの推進、アジャイルの推進

• 経歴 / 得意技
• 大手SIer：大規模PjM / アジャイル推進部署の立ち上げ、アジャイルコーチ

• スタートアップ企業：開発部門の責任者 / スマホアプリの受託開発

• クラスメソッド社：開発コーチ/アジャイルコーチ、PjM

• 2022年11月 東京都デジタルサービス局 → 2023年9月 GovTech東京

• X（旧Twitter） : @sugiim 

• マイナちゃん派？ マイキーくん派？

⇒ マイナちゃん派



東京都｜一般財団法人GovTech東京

東京都 / Tokyo Metropolis

• 人口約1400万人の大規模広域自治体
• 日本人口の11%
• 最も高い人口密度： 6,425人/k㎡ (2位は大阪府の4,605人/k㎡)
• 62の区市町村（特別区：23区、多摩地域：26市/3町/1村、島しょ地域：2町/7村）

• 様々な地域
• 大規模自治体

• 世田谷区:93万人、練馬区：75万人
• 中～小規模自治体

• 多摩地域（数千人～20万人前後）
• 日本で最も人口の少ない市町村：

• 青ヶ島村（160人前後）
• 御蔵島村（300人前後）
• 利島村（330人前後）

https://www.j-lis.go.jp/spd/map-search/kantou/cms_163469150.html



１．なぜ都でアジャイル？



✔コロナ禍の状況が契機となった。

✔従来、都庁が提供するデジタルサービスに求められる要素は、正確性、堅牢性、確実性であった。

✔しかしコロナ禍のような有事の際は、サービス提供に迅速性が求められ、かつその中で、都民の

ニーズに柔軟に応えなければならない。

✔行政の仕事の進め方では、事業内容を固めて予算を要求・確保した後、執行・開発はその翌年に

なり、その間の社会状況の変化に柔軟に対応するには時間がかかる。

✔また、開発プロセスもウォーターフォール型が主流のため、変化に手戻りが発生する。できる限

り変化に柔軟に対応しつつ、スピード感をもってプロダクトをリリースしたい。

アジャイル型開発に取り組んだ背景

そこで東京都は「迅速かつ柔軟にプロダクトを開発する手法」にチャレンジしました。

そして新しい取り組みとして、庁内に浸透するよう進めています。



２．R４年度の取組



アジャイル推進事業の概要（令和4年度）

方式 人材プール型/準委任/単価契約

対応案件数 4件

開発期間 R4.10月~R5.３月（5ヶ月）

東京都の目指すゴール システム開発において、従来のウォーターフォール型開発だけでは
なく、開発手法のひとつの選択肢として準委任契約を活用しながら、
アジャイル型開発も都庁内に浸透させたい

令和４年度の取組 ・スクラムマスター、プロダクトオーナーアドバイザー（※都庁型
アジャイル独自の役割）、ディベロッパーの稼働時間に対し、支払
う準委任契約
・各局（出先機関含む）とアジャイル型開発を実施
・庁内にアジャイル型開発の認知を図る



３．プレイブックのご紹介



東京都アジャイル型開発に係るプレイブック
の紹介

東京都デジタルサービス局



アジャイル型開発の取組を広く知ってもらうため、プレイブックを公表しました！
https://shintosei.metro.tokyo.lg.jp/

東京都HP（都政の構造改革ポータルサイト）
シン・トセイにて

「アジャイル型開発プレイブック」掲載
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事例① 概要
「シン・トセイ職員専用ポータルサイトの改修」（通称：EVA）

東京都職員向けの2つの掲示板サイト
①デジタル提案箱＋②SHIN-QAを
より多くの職員に使ってもらえるようするための
プロジェクト

◆課題
・ユーザビリティ改善が必要
・ユーザーに情報を分かり易く伝わるような仕組
み作りが必要（情報設計が必要）
・認知が広がっていない。
・継続的な利用が獲得できていない。

「情報を探しやすくする。」
たったそれだけのことが大変で、だからこそやる価値があったーーー。

Before:ユーザビリティに課題があった

After:ユーザビリティをより意識して改修

14

デジタル
サービス

局
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事例② 概要
「問い合わせ等受理簿のデータベース化」（通称：ANIMAL）

動物愛護相談センター多摩支所監視担当職員
の業務効率化により、飼い主への飼い方指導・
助言といった本来業務に時間を割いて丁寧に取
り組めるようにするためのプロジェクト

◆課題
・問い合わせ等受理（処理）簿はMicrosoft 
Wordで作成
・記録が追記されるごとに紙に印刷して所内回覧
・共有ドライブ内をファイル検索して問い合わせ
履歴を検索

Before:
紙やWordで対応

After:
システム化

飼い主への対応にもっと時間をかけるという
本来あるべき姿を、実現するための可能性ーーー

福祉
保健局



事例③ 概要
「VOC連続測定データベースの統一化及び可視化」（通称：Yu-ki）

光化学スモッグ注意報の発令数を削減する
(※VOCの排出量を低減する)・光化学オキシダ
ント濃度を低減するためのプロジェクト
※VOCとは、揮発性有機化合物のこと

◆課題
・都内に設置しているVOC連続測定機のメー
カーが異なりデータベースが統一できていない。
・自作マクロでは一度に長期間のデータを分析で
きない。
・自作マクロのため異動などで担当者が変更にな
るとメンテナンス等が困難である。

Before:
自作マクロで分析

After:BIツールを導入

システム開発に縁のなかったPOが挑んだ、
東京都の空気をより綺麗にするための”多角的分析“ーーー

環境局
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事例④ 概要
「通学区域デジタルマップ化プロジェクト」（通称：T-MAP）

通学地域をデジタルマップ化、
アジャイル型開発で新たな政策検討への一歩を踏み出すーーー

特別支援学校通学区域デジタルマップ化
プロジェクト

◆課題
・現状は、各校の所在地や通学区域に
ついて、紙の地図を用いて把握している。

・各校の所在地や通学区域、学校情報を
デジタルマップで一元的に表示し、今後の
政策検討に活かしたい。

After:システム化

Before:紙の地図などで把握

教育庁
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東京都アジャイル型開発プレイブック
注目ポイントの紹介



GovTechTokyo

アジャイル型開発の定義



GovTechTokyo



GovTechTokyo

単なる開発の進め方ではなくマインドや価値観をベースにしている
ということを伝えたかった



GovTechTokyo

アジャイル型開発に取り組む意義



GovTechTokyo



GovTechTokyo

選択肢の１つであり、様々な手法や手段があるべき



GovTechTokyo

東京都デジタル10か条とアジャイル型開発



GovTechTokyo



GovTechTokyo

行動規範 ~デジタル10か条~

検索してみてください

東京都 デジタル10か条



GovTechTokyo

東京都デジタル10か条とアジャイル型開発



GovTechTokyo

アジャイル型開発への適合



GovTechTokyo



GovTechTokyo



GovTechTokyo

比較するものじゃないと思いつつ、
従来の考え方との違いをわかりやすく伝えたかった



GovTechTokyo

なぜプレイブックを作ったのか



GovTechTokyo



GovTechTokyo

「仲間と旅をしながら目的を達成する」
RPGとアジャイルの共通点



GovTechTokyo

体験からの反応



GovTechTokyo



GovTechTokyo



GovTechTokyo



GovTechTokyo



GovTechTokyo



GovTechTokyo



GovTechTokyo

藤井さん

1 回やるとやらないとでは、アジャイル型開発の見方がかなり変わります。
私もその一人でした。

流田さん

事前にアジャイル型開発に関して学んでいたつもりでしたが、

実際の学びになったのは開発を進めていく中でした。

山崎さん

講座では「アジャイル」というキーワードを学んだのみでしたので、

実際に開発を進める中で多くの学びを得ることができました。

一歩踏み出すのに勇気がいると思いますが、実際は開発を進めてみて、おも
しろかった。

当初とても不安でした。しかし、毎日の短時間の会議で意見交換する中で、
不安は解消されていきました。

佐野さん

野澤さん

佐藤さん

今回初めて、アジャイル型開発に取り組んで感じた点は、

とても楽しく、充実した時間を過ごしたということ



GovTechTokyo

藤井さん

1 回やるとやらないとでは、アジャイル型開発の見方がかなり変わります。
私もその一人でした。

流田さん

事前にアジャイル型開発に関して学んでいたつもりでしたが、

実際の学びになったのは開発を進めていく中でした。

山崎さん

パスポート講座では「アジャイル」というキーワードを学んだのみでしたので、

実際に開発を進める中で多くの学びを得ることができました。

一歩踏み出すのに勇気がいると思いますが、実際は開発を進めてみて、おも
しろかった。

当初とても不安でした。しかし、毎日の短時間の会議で意見交換する中で、
不安は解消されていきました。

佐野さん

野澤さん

佐藤さん

今回初めて、アジャイル型開発に取り組んで感じた点は、

とても楽しく、充実した時間を過ごしたということ

良さを体感してもらえた
≒

体験したからこそ良さがわかる



アジャイル開発で発見したこと

都庁には「現状の業務を改善したい」という前向きな職員がたくさんいる

✔良いものを作りたい、現状を改善したいという職員の思いが、開発チームにも浸透した。

開発期間の経過とともに、職員と開発者がワンチームとなって仕事を進める雰囲気が醸成さ

れ、結果として良いプロダクトが完成した。

職員が主体的に開発に参加する機運が醸成された

✔アジャイルの手法を導入することで、参加者の体感的な満足度が向上した。

アジャイル型開発を実践できる枠組みが大事

✔試行錯誤と改善の繰り返しを許容する組織風土が、開発進行の過程で心理的安全性をもた

らした。

1

２

３



今後の展望

アジャイル型開発実施ガイドラインを作成し、

各局が「自走型アジャイル型開発」を行う際に活用してもらう。

「都庁版アジャイル型開発」を展開することで「準委任契約」を
システム開発の１つの契約の形として、確立させる

46
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